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平成23年4月2日　毎日新聞社

※毎日新聞社許諾済み
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平成23年9月7日　朝日新聞社

※朝日新聞和歌山総局掲載了承
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むすびに
　昨年 3月東日本大震災が起こり、津波で多数の方が亡くなりました。さらに 9月には紀伊半

島を台風 12 号が襲い、和歌山県と奈良県に甚大なる被害を及ぼしました。災害で亡くなられ

た方に哀悼の意を表し、被災された皆様方に心からのお見舞いを申し上げます。

　本冊子はこれら災害における和歌山県立医科大学の医療支援の記録です。母国日本と故郷和

歌山を思い、そのお役に立ちたいという医療関係者の凝縮された「こころ」がここに詰まって

います。

　和歌山県立医科大学は東日本大震災災害発生後いち早く、DMAT（災害医療支援チーム）を

岩手県に送り、以後医療チームによる支援を続けました。さらに台風被災地の那智勝浦町と熊

野川町にもDMATを派遣し、地域支援に取り組みました。私自身も那智勝浦町に入り、被災

地を視察するとともに市野々小学校の避難所で患者さんを診察したり、地域の脊髄損傷患者さ

んを往診して直接アドバイスをおくりました。被害の大きさはもちろんのこと、被災された住

民の皆さんの心の傷は深く深刻で、我々医療従事者ですらはかり知れないものがあります。さっ

そく大学へ戻り医療支援体制を確立し、那智勝浦町避難所での医療支援に取り組みました。医

師、看護師や事務員のみならず医学部と保健看護学部の学生もボランティアとして現地で医療

支援活動を行いました。

　和歌山県立医科大学の使命のひとつは地域医療支援であります。24 時間 365 日国民・県民の

命を守る救急体制の充実はもちろんのこと、災害緊急時にもその使命を果たすべく、現地に赴

きチームとして医療支援を行うことも重要です。今回の災害時にも本冊子で詳細を記載しまし

たように、和歌山県立医科大学が災害支援で大きな役割を果たせたことで、国民・県民の命を

守るという私たちの使命を果たすことが出来たと考えています。しかしまだまだ至らなかった

ことも多々あったと思います。本冊子をご覧いただきご批判をいただければ幸いです。今後の

地域医療支援活動に役立たせたいと存じます。

　最後になりましたが、被災された皆様方の心身両面でのご回復と、被災地の速やかな復興を

和歌山県立医科大学教職員一同心からお祈りいたします。

平成 24 年 2 月

和歌山県立医科大学理事長・学長　板倉　　徹
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